
一
月
十
九
日
、
愛
知
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
で
「
人
と
技
術
と

地
球
の
明
日
〜
あ
し
た
の
た
め

に
、
い
ま
考
え
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
野
中
と
も
よ

さ
ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
取
締
役
で
元
プ
リ
ウ

ス
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
内
山

田
竹
志
さ
ん
、
博
覧
会
協
会
企

画
運
営
委
員
で
名
古
屋
工
業
大
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ＥＸＰＯ２００５
市民シンポジウム
を開催

氷上綱引で
ＥＸＰＯチーム
の結束固まる!!

「ふるさとフェア」
で20万人に
博覧会をPR

'99年カレンダー
が栄えある
「総理大臣賞」に

学
教
授
の
若
山
滋
さ
ん
、
同
委

員
で
中
部
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市

民
の
会
代
表
の
萩
原
喜
之
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
産
業
界
の
立
場
で

内
山
田
さ
ん
か
ら
、
低
公
害
車

「
プ
リ
ウ
ス
」
開
発
の
目
的
や

苦
労
話
な
ど
、
大
学
の
立
場
で

若
山
さ
ん
か
ら
、
都
市
計
画
や

交
通
の
問
題
な
ど
、
市
民
の
立

場
で
萩
原
さ
ん
か
ら
、
責
任
あ

る
市
民
活
動
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
環
境
や

技
術
の
問
題
を
自
分
自
身
の
こ

と
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
環

境
と
科
学
技
術
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

隣
接
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
会
場
構
想
模
型
の
展
示
を

は
じ
め
、
中
部
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
「
テ
ク
ノ
・
ノ
バ
」

構
想
を
紹
介
。
ま
た
博
覧
会
に

対
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

数
多
く
の
提
案
を
パ
ネ
ル
展
示

し
ま
し
た
。
中
で
も
日
本
Ｅ
Ｖ

ク
ラ
ブ
会
員
が
製
作
し
た
子
ど

も
用
電
動
カ
ー
ト
は
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
全
国
の
小
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
博
覧
会
に
対
す
る

夢
を
描
い
た
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
年
賀

状
」
の
展
示
も
、
来
場
者
の
関

心
を
集
め
ま
し
た
。

（
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
、
中
部
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
主
催
）

「
冬
の
風
物
詩
」
と
し
て
お

な
じ
み
の
東
京
・
日
比
谷
シ
テ

ィ
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
、「
第
12

回
氷
上
綱
引
大
会
」
が
一
月
十

八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
近
隣
オ
フ
ィ
ス
に
勤
務

す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
た

ち
の
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
大
会

は
毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
博
覧
会
P
R
の
た
め
三
回

目
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
た
、
我

ら
が「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
」チ

ー
ム
も
新
職
員
の
登
竜
門
と
し

て
六
人
が
出
場
。
大
い
に
健
闘

し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
準
々

決
勝
で
敗
退
し
ま
し
た
。

職
員
総
出
の
応
援
を
背
に

受
け
て
、
グ
リ
ー
ン
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
に
身
を
包
ん
だ
選
手
の
額
に

は
、
大
粒
の
汗
が
光
っ
て
い
ま

し
た
。（

日
比
谷
シ
テ
ィ
主
催
）

博
覧
会
協
会
制
作
の
'99
年
カ

レ
ン
ダ
ー
が
、「
第
50
回
全
国

カ
レ
ン
ダ
ー
展
」
で
最
高
栄
誉

で
あ
る
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
、
一
月
十
一
日
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
そ
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は

「
自
然
の
叡
智
」
と
い
う
博
覧

会
の
テ
ー
マ
に
即
し
、
日
本
人

の
自
然
観
を
博
物
図
絵
に
凝
縮

し
た
江
戸
の
本
草
書
「
高
木
春

山
／
本
草
図
説
」（
愛
知
県
西

尾
市
・
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）
を
と

り
あ
げ
ま
し
た
。
審
査
で
は
そ

の
コ
ン
セ
プ
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
、
写
真
の
美
し
さ
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
、
八
百
八
十
六

点
の
応
募
作
の
中
か
ら
五
年
に

一
度
の
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
、
日

本
印
刷
新
聞
社
主
催
）

「
故
郷
の
味
」
を
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

毎
年
多
く
の
来
場
者

を
誇
る
「
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
'99
〜
全
国
観

光
と
物
産
展
」
が
、

今
年
も
一
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
、
東
京
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

博
覧
会
協
会
で

は
、
愛
知
県
の
ブ
ー

ス
内
に
て
'99
年
カ
レ

ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
な
ど
、
六
年

後
に
迫
っ
た
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し

博覧会協会名古屋事務所が、次のとおり移転します。
新事務所の開設日は４月１２日です。
移転先

〒４５０－０００２ 名古屋市中村区名駅三丁目１５－１
名古屋ダイヤビルディング２号館
TEL０５２－569－２００５
FAX０５２－569－２１００

名古屋ダイヤビルディング2号館�

東
洋�

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ�

名
古
屋�

第
一
ホ
テ
ル�

第
三�

堀
内
ビ
ル�

名
古
屋�

ビ
ル�

大
名
古
屋
ビ
ル� 堀

内
ビ
ル�

新
明�

小
学
校�

ロ
ー
タ
リ
ー�

桜通り�

J
R
名
古
屋
駅
�

毎
日
ビ
ル�

名
古
屋�

中
央
郵
便
局�

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル�

松
坂
屋�

名
古
屋
駅
前�

日
興
證
券
ビ
ル�

N

ＥＸＰＯ２００５クイズ
博覧会協会では、２００５年日本国際博覧
会のテーマである「自然の叡智」をわかり
やすく、楽しく、また深く理解してもらうた
め、昨年１２月にソフトプログラムの検討
状況として「○の森」構想を発表しました。
○に入る数字は何でしょう。
◆答えのわかった方は、はがきに、①クイズの
答え②住所③氏名④年齢⑤電話番号⑥アンケー
トの回答――を記入し、次のあて先までお送り
ください。

［アンケート］
Ｑ１「ＥＸＰＯ２００５だより」の入手先
Ｑ２「ＥＸＰＯ２００５だより」についての
感想、要望

●あて先／〒４６０-０００１名古屋市中区三の丸二丁目
６-１（４月１２日以降は、〒４５０-０００２名古屋市中
村区名駅三丁目１５-１名古屋ダイヤビルディング
２号館）（財）２００５年日本国際博覧会協会「ＥＸＰＯ
２００５クイズ」係

●締め切り／平成１１年４月３０日（必着）
抽選で１０人の方に記念品を贈呈します（発表は、
記念品の発送をもってかえさせていただきます）。

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
は
「
国
際
博
覧
会
の
会
場
候

補
地
は
？
」、「
開
催
さ
れ
る
の

は
西
暦
何
年
？
」
な
ど
「
博
覧

会
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
、
来
場

者
の
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。

（
読
売
新
聞
社
・
日
本
テ
レ
ビ

主
催
）

博覧会協会が現在使用して
いるこのマークは、誘致の
際に制作されたものです。

EXPO NEWS Vo1.

3第3号 ◎1999年（平成11年）3月10日号

夢
の
あ
る
博
覧
会
実
現
に
む
け
て
の
会
場
基
本
計
画
案

博
覧
会
会
場
の
森
は
、
人
の

関
与
の
も
と
で
維
持
さ
れ
て
き

た
、
い
わ
ば
人
と
自
然
の
接
点

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を

経
て
成
立
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
循
環
型
社

会
の
実
現
に
よ
る
持
続
発
展
型

の
社
会
へ
の
展
望
を
示
す
と
と

も
に
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
を

踏
ま
え
た
す
べ
て
の
人
に
優
し

い
会
場
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

そ
の
考
え
方
と
し
て
、

①
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
予
定

地
で
あ
る
主
要
施
設
地
区
に

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

人
々
が
活
動
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
博
覧
会
の
施
設
を
配
置
し

ま
す
。

②
主
要
施
設
地
区
を
つ
つ
み
込

む
森
に
は
、
人
と
自
然
が
相
互

に
交
流
で
き
る
施
設
を
配
置
し

ま
す
。

③
森
の
さ
ら
に
奥
は
、
自
然
の

変
遷
を
人
が
静
か
に
見
守
る
こ

と
の
で
き
る
区
域
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
配
置
に
よ
り
、
主

要
施
設
地
区
の
中
心
部
か
ら
森

の
奥
に
向
け
、
人
と
自
然
の
関

係
が
連
続
的
に
変
化
し
て
い
く

会
場
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

主
要
施
設
地
区
に
配
置
す
る

建
築
物
の
検
討
で
は
、
人
と
自

然
と
を
優
し
く
つ
な
ぐ
、
や
わ

ら
か
な
界
面
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
）
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
地
形
を
い
か
し

て
建
築
物
を
造
る
と
い
う
考
え

方
に
よ
り
、
既
存
の
地
形
と
建

築
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
る
地

形
が
ひ
と
つ
に
融
合
し
、
よ
り

豊
か
な
空
間
を
創
造
し
ま
す
。

ま
た
現
在
あ
る
自
然
を
で
き

る
だ
け
活
用
し
、
展
示
や
体
験

の
空
間
と
す
る
屋
外
型
展
示
空

間
で
は
、
切
り
離
さ
れ
て
い
た

人
と
自
然
と
の
密
接
な
関
係
が

保
た
れ
た
場
を
創
出
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

森
林
体
感
地
区
は
、
森
を
体

感
し
、
楽
し
み
、
学
び
、
考
え

て
も
ら
う
空
間
で
す
。
森
に

は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
人

類
共
通
の
課
題
に
取
り
組
む
た

め
の
手
が
か
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
森
に
は
☆
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
☆
生
物
多
様
性
の
維

持
☆
洪
水
や
土
砂
流
出
の
防
止

☆
再
生
可
能
な
資
源
の
生
産
―

―
な
ど
、
地
球
規
模
か
ら
身
近

な
生
活
に
関
す
る
も
の
ま
で
、

多
様
な
は
た
ら
き
が
あ
る
か
ら

で
す
。

今
回
の
博
覧
会
は
、「
問
題

提
起
型
の
知
の
博
覧
会
」
と
い

う
考
え
方
の
も
と
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う

な
森
の
は
た
ら
き
を
最
大
限
に

引
き
出
す
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境
体

感
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
水
平
回
廊
網

な
ど
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面

に
わ
た
り
具
体
的
な
方
策
を
提

案
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
提
案
を

契
機
と
し
て
、
森
に
対
す
る
新

た
な
は
た
ら
き
か
け
が
生
ま

れ
、
人
と
森
と
の
理
想
的
な
関

係
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
自
然
の
恵
み
が
一
層
豊

か
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

博
覧
会
開
催
時
に
は
会
場

会
場
基
本
計
画
の

考
え
方

主
要
施
設
地
区

の
考
え
方

森
林
体
感
地
区

の
考
え
方

観
客
輸
送
計
画

の
考
え
方

供
給
処
理
施
設

の
考
え
方

に
お
け
る
必
要
量
を
勘
案
し
、

で
き
る
限
り
ム
ダ
の
少
な
い
供

給
処
理
計
画
。

＊
二
十
一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
提
案
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
を
積
極
的
に
導
入
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
運
用
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。
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の
略
。

最
先
端
の
通
信
情
報
技
術
に

よ
り
、
道
路
交
通
情
報
の
提

供
、自
動
運
転
、料
金
の
自
動

収
受
な
ど
を
実
現
す
る
高
度

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

を
、
エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
体
現
す
る
最
適
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ま

す
。
そ
し
て
、
来
る
べ
き
循
環

型
社
会
に
向
け
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
感
で
き
る
博
覧
会

を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
考
え
方
を
基
本
に
次
の

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

＊
博
覧
会
開
催
時
で
の
必
要
量

と
、
博
覧
会
後
の
新
し
い
ま
ち

▲水平回廊イメージ模型写真：水平回廊網は、森の中に同一の標高で水平に張り
巡らされた通路で、来場者を森の中へ導きます。

デッキ（トポス広場）�

屋内展示空間（トポス型）�

屋外型展示空間（領域型）�

サービス施設�

吹き抜け�

水平回廊網�

供給処理施設等�

名古屋事務所移転のお知らせ

この印刷物は、再生紙（古紙含有率100％）を使用しています。

博
覧
会
協
会
で
は
、
今
ま
で
に
発
表
し
た
会
場
基
本
計
画
の
検
討
状
況
に
対
す
る
数
多
く

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
月
二
十
二
日
に
新
し
い
切
り
口
の
検
討
状
況
を
公
表
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
森
林
体
感
地
区
や
供
給
処
理
の
流
れ
の
ほ
か
、
会
場
内
に
お
け
る
来
場
者
の
移

動
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
各
方
面
の
皆
さ
ま
よ
り
広
く
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会場計画検討案

2005年日本国際博覧会
●会場●

愛知県瀬戸市南東部
●開催期間●

2005年3月25日～9月25日

観
客
輸
送
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
も
配

慮
し
、
入
場
の
際
や
場
内
の
移

動
が
円
滑
に
行
え
る
計
画
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
☆
長
距
離
の

移
動
に
は
低
公
害
の
循
環
バ
ス

☆
中
距
離
の
人
数
の
多
い
区
間

で
は
動
く
歩
道
☆
歩
行
者
空
間

で
は
、
電
動
カ
ー
ト
な
ど
の
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
用
の

空
間
の
確
保
―
―
な
ど
で
す
。

ま
た
来
場
手
段
は
、
電
車
な

ど
の
鉄
道
系
と
乗
用
車
・
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
な
ど
の
道
路
系
の

大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
☆
愛
知
環
状

鉄
道
に
は
会
場
付
近
に
新
た
な

駅
を
設
置
☆
周
辺
の
主
要
駅
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
☆
一

般
車
両
・
団
体
バ
ス
な
ど
の
駐

車
場
を
会
場
か
ら
二
〇
分
圏
内

に
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
会
場
ま

で
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

―
―
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
３
面
）

今
後
は
、
公
共
交
通
機
関
や

道
路
整
備
計
画
と
の
連
携
を
図

り
、
適
切
な
輸
送
計
画
、
駐
車

場
配
置
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
検

討
を
進
め
ま
す
。



意
識
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

幸
田
氏
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市

を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
環

境
先
進
都
市
で
は
、
環
境
に
良

い
生
活
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る

感
じ
が
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

博
覧
会
協
会
で

は
、
三
月
二
十
三

日
ま
で
環
境
影
響

評
価
（
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
準
備
書
の

縦
覧
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
準
備

書
は
、
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
の
意
見

を
聴
く
た
め
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
、
通
常
、
事
業

計
画
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
段
階
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

博
覧
会
協
会
で
は
、
博
覧
会
の
企
画
・
運
営
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
に
、
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
博
覧
会
に
対
す
る
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
企
画
運
営
委
員
で
観
客
輸
送
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
名
古
屋
工
業
大
学
の
山
本
幸
司
教
授
に
登
場
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
春
の
日
本
国
際

博
覧
会
開
催
ま
で
あ
と
六
年
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
、
会
場
へ

の
観
客
輸
送
お
よ
び
会
場
内
で

の
観
客
移
動
と
い
う
分
野
で
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

す
で
に
皆
様
ご
承
知
の
よ
う

に
、
今
回
の
博
覧
会
は
、
従
来

と
は
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
里
山

を
中
心
と
す
る
自
然
豊
か
な
丘

陵
地
が
会
場
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
会
場
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
て
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
観
客
輸
送

計
画
に
つ
い
て
も
、先
般
、検
討

状
況
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
博
覧
会
で

は
六
カ
月
間
の
会
期
中
に
二
千

五
百
万
人
の
来
場
者
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
月
変

1.テーマ
―森の博覧会のアイデア―
本博覧会は、愛知県瀬戸市南東部に位置
する里山を会場候補地としており、通常の
博覧会会場にはみられない起伏に富んだ自
然地形を有する場所での博覧会開催に向け、
世界の知恵と技術を結集して挑戦します。
本コンペでは、森の自然と調和し森を舞

台とする博覧会として、自然と人間のコミュ
ニケーションを創造するアイデアを募集しま
す。
また応募する方が理解しやすいように、

サブテーマを設定します。
■サブテーマ
●森の中で行う博覧会でやってみたいこと、
見てみたいこと
●森や自然との関わりを体験できるアイデア
●森や自然がパビリオンとなるアイデア
２．応募資格
1５歳以下と一般（１６歳以上）の２部門とし

ます。個人またはグループは問いません。
（年齢は平成11年4月1日現在）
３．応募作品仕様
①１５歳以下の部 Ａ３サイズ１枚
②一般の部　　　Ａ１サイズ１枚
表現方法は文章、絵、イラスト、写真、図
面等、どんな方法でも結構ですが、言語は
日本語または英語とします。
なお、所定の応募票に、説明文として以
下の内容を記載してください。
①提案作品のタイトル②作品の主旨③氏名
④年齢⑤所属（会社名、団体名、学校名等
も明記）⑥住所⑦電話番号
４．応募規定
応募作品は未発表のオリジナル作品に限
ります。また、応募は何点でも結構ですが、
応募作品は返却いたしません。
５．賞
①１５歳以下の部
最優秀賞 １点　１０万円相当の図書券

優 秀 賞 ３点　 ５万円相当の図書券
佳　　作 ５点　 １万円相当の図書券
②一般の部
最優秀賞 １点 １００万円
優 秀 賞 ３点　　３０万円
佳　　作 ５点　　１０万円
③参加賞
応募者の中から、抽選で１００人の方に記

念品を贈呈します。
６．選考
審査委員会の審査を経て決定します。
7．著作権
①応募作品の著作権は応募者に帰属します
が、応募作品の公表に関わる権利は、博覧
会協会が保有します。
②入賞作品は本博覧会の計画等に採用さ
せていただく場合があります。その場合は応
募者と協議させていただきます。
8．入賞発表
①平成１１年９月下旬を予定しています。入

賞者には文書で通知するとともに、発表を
行います。
②博覧会協会のホームページにおいても発
表します。
9．応募方法
①締め切り
平成11年7月31日（当日消印有効）
②応募先
〒101-8681東京都千代田区神田郵便局
私書箱２０２号ＨＨＤ
２００５年日本国際博覧会国際アイデアコ
ンペ事務局あて
10．その他
詳しい募集要項をご希望の方、お問い合
わせの方は国際アイデアコンペ事務局まで
お願いします。ホームページでも募集要項
を掲載しておりますので、ご参照ください。
TEL０３-5446-4939 FAX０３-5446-8795
http://www-idea.expo2005.or.jp/

1999年3月10日号◆2
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満
足
し
て
い
た
だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す

画
策
定
と
連

動
し
な
が
ら

実
施
し
て
い

く
こ
と
が
、

大
き
な
特
徴

で
す
。
環
境

へ
の
影
響
を

極
力
、
未
然

に
防
ぐ
こ
と

の
で
き
る
よ

う
、
こ
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
を
会

場
計
画
づ
く

り
に
反
映
で

き
る
し
く
み

に
な
っ
て
い

私
た
ち
は
、
で
き
る
だ
け
快

適
に
、
安
全
に
、確
実
に
、迅
速

に
、
経
済
的
に
移
動
し
て
い
た

だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
ハ
ー
ド
面
（
施
設
の
整

備
面
）
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト

面
（
施
設
の
合
理
的
運
用
面
）

か
ら
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ

れ
価
値
観
や
個
人
属
性
が
異
な

り
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
を
希
望
さ

れ
る
方
に
も
、
鉄
道
を
希
望
さ

れ
る
方
に
も
十
分
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
、
私
た
ち
に
と
っ

動
、
週
変
動
、
日
変
動
が
あ
り

ま
す
が
、
単
純
平
均
い
た
し
ま

す
と
一
日
あ
た
り
十
四
万
人
近

く
の
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら

の
方
々
は
、
東
海
地
方
の
み
な

ら
ず
、
全
国
各
地
や
諸
外
国
か

ら
も
来
ら
れ
ま
す
し
、
中
に
は

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
何
回
も
博

覧
会
を
見
に
来
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
来
場
者
は
、
ど
の

よ
う
な
交
通
手
段
で
会
場
に
来

ら
れ
、
さ
ら
に
会
場
内
を
移
動

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

博覧会協会�
公告・縦覧�
説明会開催�

公告・縦覧�
�

環境影響評価の実施�
�

意見書提出�
�

公告・縦覧�
説明会開催�

意見書提出�
�

準 備 書�

実施計画書�

評 価 書�

公　表�
�

追跡調査報告書�

国
　
民�

●手続きの概要●�

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
会
場
計山本幸司教授

リ
ン
ク
・
ペ
デ
ル
セ
ン
氏
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
世
界

的
に
も
有
名
な
環
境
先
進
都

市
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

市
環
境
保
護
局
局
長
の
デ
ィ
ー エルリンク・ペデルセン氏ディーター・ヴェルナー氏

武内　和彦氏

タルシシオ・デラセンタ氏

幸田シャーミン氏藤江 幸一氏

3◆EXPO 2005だより

「
21
世
紀
の
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
２
回
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
二
月
二
十
日
、
世
界
各
国
か
ら
の
出
演
者
を
む
か
え
て
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
三
カ
国
の
事
例
報
告
が
あ
り
、
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
七
人
の
方
々
に
よ
る
映
像
を
交
え
た
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ハディ・アリコドラ氏

２００５年日本国際博覧会では、「新しい地球創造：自然の叡智
え い ち

」をテーマに、「問題提起型の博覧会（参
加型の博覧会）」、「来るべき時代の実験場」など、２１世紀最初の新しい時代にふさわしい国際博覧会を
目指しています。博覧会協会では、開かれた「問題提起型の博覧会（参加型の博覧会）」の一環として、広
く国内をはじめ世界の方々から多様なアイデアを募集し、博覧会の計画に反映していくため、「国際ア
イデアコンペ」を実施いたします。

て
非
常
に
厳
し
い
課
題
と
い
え

ま
す
。
特
に
、
会
場
内
移
動
に

関
し
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
、
か
つ
、
朝
夕
の
ピ

ー
ク
時
間
帯
に
は
何
万
人
と
い

う
来
場
者
が
集
中
す
る
た
め
、

慎
重
を
期
し
て
企
画
立
案
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
配

慮
、
緊
急
車
両
の
円
滑
な
通
行

も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
し
、
博
覧
会
開
催
に
ご

協
力
い
た
だ
く
会
場
周
辺
の

方
々
の
日
常
交
通
へ
の
配
慮
も

重
要
な
課
題
で
す
。

私
た
ち
は
、
観
客
輸
送
に
か

か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
て
、
今
後
と
も
関
係
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
い
、
で
き
る

だ
け
来
場
者
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

環環
境境
影影
響響
評評
価価
準準
備備
書書
のの
縦縦
覧覧
始始
まま
るる

国際シンポジウムを名古屋で開催国際シンポジウムを名古屋で開催
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タ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
氏
か
ら
、

行
政
や
市
民
生
活
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
画
像
を
使
っ
た
わ

か
り
や
す
い
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。最

後
に
、
現
在
、
環
境
と
開

報
告
を
も
と
に
し
て
、
国
や
地

方
自
治
体
の
行
政
、
市
民
、
産

業
界
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

ま
す
。

準
備
書
の
縦
覧
会
場
は
、
博

覧
会
協
会
名
古
屋
・
東
京
両
事

務
所
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

三
十
分
）
の
ほ
か
、
瀬
戸
、
豊

田
の
両
市
役
所
（
午
前
八
時
三

十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分
）
で

す
（
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、

休
日
を
除
く
）。
希
望
者
に
は

準
備
書
を
貸
し
出
し
し
ま
す
の

で
、
縦
覧
会
場
で
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
準
備

書
に
つ
い
て
の
意
見
書
は
、
四

月
六
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。博

覧
会
協
会
で
は
、
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
適

切
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

役
割
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
量
が
少
な
い
シ
ス
テ
ム

構
築
の
た
め
の
人
材
育
成
を
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
デ
ラ
セ
ン
タ
氏
も
、

循
環
型
社
会
に
変
え
て
い
く
た

め
に
は
、
先
進
国
の
地
域
ば
か

り
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考

え
方
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
国
際
博
覧
会
は

循
環
型
社
会
の
実
験
場

武
内
氏
は
、
江
戸
時
代
に
は

循
環
思
想
が
あ
っ
た
日
本
で
現

在
必
要
な
こ
と
は
、
環
境
教
育

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
主
体

的
参
加
を
促
し
、
新
た
な
発
想

の
転
換
を
し
て
い
く
こ
と
だ
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇

〇
五
年
に
、
愛
知
で
開
催
さ
れ

る
国
際
博
覧
会
の
会
場
も
そ
の

実
験
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

意
見
を
求
め
ま
し
た
。

藤
江
氏
は
「
循
環
型
社
会
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

シ
ス
テ
ム
の
シ
ナ
リ
オ
を
博
覧

会
で
提
示
す
る
こ
と
が
課
題
」

と
発
言
し
、
幸
田
氏
か
ら
は

「
博
覧
会
は
、
地
球
に
お
け
る

新
し
い
ク
リ
ー
ン
な
環
境
づ
く

り
の
提
案
、
そ
し
て
二
十
一
世

紀
を
生
き
て
い
く
人
類
共
通
の

課
題
に
本
気
で
取
り
組
む
機
会

で
あ
り
、
や
り
が
い
の
あ
る
目

標
が
見
え
て
き
て
う
れ
し
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
模
様
は
、
五
月
十
四
日
の
N

H
K
教
育
テ
レ
ビ
「
金
曜
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
放
送
さ
れ
る
予
定

で
す
。

そ
し
て
、
日
本
で
は
社
会
的
な

シ
ス
テ
ム
や
教
育
を
含
め
、
市

民
の
意
識
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ど
う

変
え
て
い
く
か
と
い
っ
た
具
体

的
な
提
案
の
中
で
、
N
G
O
が

果
た
す
役
割
や
子
ど
も
だ
け
で

は
な
く
大
人
の
環
境
教
育
な
ど

の
必
要
性
を
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。グ

ロ
ー
バ
ル
な
観
点
で

環
境
を
と
ら
え
る

藤
江
氏
は
、
国
際
比
較
の
観

点
か
ら
G
D
P
に
対
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
が
、
世
界
で
最

も
低
い
日
本
で
も
国
土
面
積
と

の
対
比
で
比
較
し
た
場
合
、
た

ち
ま
ち
欧
米
の
５
倍
以
上
に
な

っ
て
し
ま
う
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
定
量
的
数

字
を
踏
ま
え
た
情
報
発
信
を
し

て
い
く
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
、

ま
た
発
展
途
上
国
へ
の
日
本
の

か
ら
の
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。国

内
か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

提
唱
し
た
国
連
大
学
か
ら
、
同

大
学
高
等
研
究
所
所
長
の
タ
ル

シ
シ
オ
・
デ
ラ
セ
ン
タ
氏
、
中

央
環
境
審
議
会
委
員
で
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
幸
田
シ
ャ
ー
ミ
ン

氏
、
そ
し
て
博
覧
会
協
会
の
企

画
運
営
委
員
で
豊
橋
技
術
科
学

大
学
教
授
の
藤
江
幸
一
氏
が
加

わ
り
、
各
国
の
ビ
デ
オ
映
像
の

上
映
や
、
前
半
の
事
例
報
告
者

へ
の
質
問
を
挟
み
な
が
ら
、
議

論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
循
環
型
社
会

そ
の
中
で
、
日
本
国
内
に
お

け
る
循
環
型
社
会
の
事
例
と
し

て
は
、
通
産
省
が
進
め
る
エ
コ

タ
ウ
ン
事
業
の
第
一
号
に
指
定

さ
れ
た
北
九
州
市
の
取
り
組
み

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
格
的
な

循
環
型
都
市
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
様
子
が
ビ
デ
オ
で
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
く

デ
ラ
セ
ン
タ
氏
に
よ
る
、

「
国
連
大
学
が
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
目
指
す
も
の
、
そ
れ
は

自
然
と
人
間
と
産
業
に
良
い
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
か
ら
、

議
論
は
社
会
シ
ス
テ
ム
、
市
民

発
の
は
ざ
ま
で
葛
藤

か
っ
と
う

し
て
い
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
環
境
庁
大

臣
補
佐
官
の
ハ
デ
ィ
・
ア
リ
コ

ド
ラ
氏
か
ら
、
森
林
資
源
の
保

護
と
再
生
の
政
策
や
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

（
社
会
林
業
）」
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
熱
帯
雨
林

の
伐
採
や
森
林
火
災
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
、
現
在
奮
闘
し
て
い
る
姿

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
博
覧
会
協
会

の
企
画
運
営
委
員
で
あ
り
、
東

京
大
学
大
学
院
教
授
で
あ
る
武

内
和
彦
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
む
か
え
、
第
一
部
の
事
例

海
外
事
例
報
告

第
一
部
で
は
、
は
じ
め
に
複

数
の
企
業
が
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
廃
棄
物
を
交
換
し
な
が
ら

有
効
利
用
す
る
「
産
業
共
生
」

を
実
践
し
て
い
る
、
デ
ン
マ
ー

ク
・
カ
ロ
ン
ボ
ア
工
業
団
地
の

具
体
的
な
産
業
連
携
の
仕
組
み

に
つ
い
て
の
説
明
が
、
同
工
業

団
地
開
発
委
員
会
理
事
の
エ
ル



意
識
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
と

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

幸
田
氏
は
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
市

を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
環

境
先
進
都
市
で
は
、
環
境
に
良

い
生
活
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る

感
じ
が
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

博
覧
会
協
会
で

は
、
三
月
二
十
三

日
ま
で
環
境
影
響

評
価
（
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
準
備
書
の

縦
覧
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
準
備

書
は
、
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
、
環
境
保
全
の

見
地
か
ら
の
意
見

を
聴
く
た
め
に
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
、
通
常
、
事
業

計
画
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
段
階
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

博
覧
会
協
会
で
は
、
博
覧
会
の
企
画
・
運
営
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
の
皆
さ
ん
に
、
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
の
博
覧
会
に
対
す
る
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
企
画
運
営
委
員
で
観
客
輸
送
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
名
古
屋
工
業
大
学
の
山
本
幸
司
教
授
に
登
場
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

二
〇
〇
五
年
春
の
日
本
国
際

博
覧
会
開
催
ま
で
あ
と
六
年
と

な
り
ま
し
た
。
私
も
、
会
場
へ

の
観
客
輸
送
お
よ
び
会
場
内
で

の
観
客
移
動
と
い
う
分
野
で
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

す
で
に
皆
様
ご
承
知
の
よ
う

に
、
今
回
の
博
覧
会
は
、
従
来

と
は
異
な
り
、
い
わ
ゆ
る
里
山

を
中
心
と
す
る
自
然
豊
か
な
丘

陵
地
が
会
場
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
会
場
基
本
計
画
の
策

定
に
向
け
て
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
議
論
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
観
客
輸
送

計
画
に
つ
い
て
も
、先
般
、検
討

状
況
を
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
博
覧
会
で

は
六
カ
月
間
の
会
期
中
に
二
千

五
百
万
人
の
来
場
者
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
然
、
月
変

1.テーマ
―森の博覧会のアイデア―
本博覧会は、愛知県瀬戸市南東部に位置
する里山を会場候補地としており、通常の
博覧会会場にはみられない起伏に富んだ自
然地形を有する場所での博覧会開催に向け、
世界の知恵と技術を結集して挑戦します。
本コンペでは、森の自然と調和し森を舞

台とする博覧会として、自然と人間のコミュ
ニケーションを創造するアイデアを募集しま
す。
また応募する方が理解しやすいように、

サブテーマを設定します。
■サブテーマ
●森の中で行う博覧会でやってみたいこと、
見てみたいこと
●森や自然との関わりを体験できるアイデア
●森や自然がパビリオンとなるアイデア
２．応募資格
1５歳以下と一般（１６歳以上）の２部門とし

ます。個人またはグループは問いません。
（年齢は平成11年4月1日現在）
３．応募作品仕様
①１５歳以下の部 Ａ３サイズ１枚
②一般の部　　　Ａ１サイズ１枚
表現方法は文章、絵、イラスト、写真、図
面等、どんな方法でも結構ですが、言語は
日本語または英語とします。
なお、所定の応募票に、説明文として以
下の内容を記載してください。
①提案作品のタイトル②作品の主旨③氏名
④年齢⑤所属（会社名、団体名、学校名等
も明記）⑥住所⑦電話番号
４．応募規定
応募作品は未発表のオリジナル作品に限
ります。また、応募は何点でも結構ですが、
応募作品は返却いたしません。
５．賞
①１５歳以下の部
最優秀賞 １点　１０万円相当の図書券

優 秀 賞 ３点　 ５万円相当の図書券
佳　　作 ５点　 １万円相当の図書券
②一般の部
最優秀賞 １点 １００万円
優 秀 賞 ３点　　３０万円
佳　　作 ５点　　１０万円
③参加賞
応募者の中から、抽選で１００人の方に記

念品を贈呈します。
６．選考
審査委員会の審査を経て決定します。
7．著作権
①応募作品の著作権は応募者に帰属します
が、応募作品の公表に関わる権利は、博覧
会協会が保有します。
②入賞作品は本博覧会の計画等に採用さ
せていただく場合があります。その場合は応
募者と協議させていただきます。
8．入賞発表
①平成１１年９月下旬を予定しています。入

賞者には文書で通知するとともに、発表を
行います。
②博覧会協会のホームページにおいても発
表します。
9．応募方法
①締め切り
平成11年7月31日（当日消印有効）
②応募先
〒101-8681東京都千代田区神田郵便局
私書箱２０２号ＨＨＤ
２００５年日本国際博覧会国際アイデアコ
ンペ事務局あて
10．その他
詳しい募集要項をご希望の方、お問い合
わせの方は国際アイデアコンペ事務局まで
お願いします。ホームページでも募集要項
を掲載しておりますので、ご参照ください。
TEL０３-5446-4939 FAX０３-5446-8795
http://www-idea.expo2005.or.jp/
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満
足
し
て
い
た
だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す

画
策
定
と
連

動
し
な
が
ら

実
施
し
て
い

く
こ
と
が
、

大
き
な
特
徴

で
す
。
環
境

へ
の
影
響
を

極
力
、
未
然

に
防
ぐ
こ
と

の
で
き
る
よ

う
、
こ
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
を
会

場
計
画
づ
く

り
に
反
映
で

き
る
し
く
み

に
な
っ
て
い

私
た
ち
は
、
で
き
る
だ
け
快

適
に
、
安
全
に
、確
実
に
、迅
速

に
、
経
済
的
に
移
動
し
て
い
た

だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
ハ
ー
ド
面
（
施
設
の
整

備
面
）
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト

面
（
施
設
の
合
理
的
運
用
面
）

か
ら
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
来
場
者
は
そ
れ
ぞ

れ
価
値
観
や
個
人
属
性
が
異
な

り
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
を
希
望
さ

れ
る
方
に
も
、
鉄
道
を
希
望
さ

れ
る
方
に
も
十
分
に
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
、
私
た
ち
に
と
っ

動
、
週
変
動
、
日
変
動
が
あ
り

ま
す
が
、
単
純
平
均
い
た
し
ま

す
と
一
日
あ
た
り
十
四
万
人
近

く
の
来
場
者
を
お
迎
え
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら

の
方
々
は
、
東
海
地
方
の
み
な

ら
ず
、
全
国
各
地
や
諸
外
国
か

ら
も
来
ら
れ
ま
す
し
、
中
に
は

リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
何
回
も
博

覧
会
を
見
に
来
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
来
場
者
は
、
ど
の

よ
う
な
交
通
手
段
で
会
場
に
来

ら
れ
、
さ
ら
に
会
場
内
を
移
動

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

博覧会協会�
公告・縦覧�
説明会開催�

公告・縦覧�
�

環境影響評価の実施�
�

意見書提出�
�

公告・縦覧�
説明会開催�

意見書提出�
�

準 備 書�

実施計画書�

評 価 書�

公　表�
�

追跡調査報告書�

国
　
民�

●手続きの概要●�

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
回

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、
会
場
計山本幸司教授

リ
ン
ク
・
ペ
デ
ル
セ
ン
氏
か
ら

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
世
界

的
に
も
有
名
な
環
境
先
進
都

市
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

市
環
境
保
護
局
局
長
の
デ
ィ
ー エルリンク・ペデルセン氏ディーター・ヴェルナー氏

武内　和彦氏

タルシシオ・デラセンタ氏

幸田シャーミン氏藤江 幸一氏

3◆EXPO 2005だより

「
21
世
紀
の
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
２
回
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
二
月
二
十
日
、
世
界
各
国
か
ら
の
出
演
者
を
む
か
え
て
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
三
カ
国
の
事
例
報
告
が
あ
り
、
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
七
人
の
方
々
に
よ
る
映
像
を
交
え
た
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ハディ・アリコドラ氏

２００５年日本国際博覧会では、「新しい地球創造：自然の叡智
え い ち

」をテーマに、「問題提起型の博覧会（参
加型の博覧会）」、「来るべき時代の実験場」など、２１世紀最初の新しい時代にふさわしい国際博覧会を
目指しています。博覧会協会では、開かれた「問題提起型の博覧会（参加型の博覧会）」の一環として、広
く国内をはじめ世界の方々から多様なアイデアを募集し、博覧会の計画に反映していくため、「国際ア
イデアコンペ」を実施いたします。

て
非
常
に
厳
し
い
課
題
と
い
え

ま
す
。
特
に
、
会
場
内
移
動
に

関
し
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
、
か
つ
、
朝
夕
の
ピ

ー
ク
時
間
帯
に
は
何
万
人
と
い

う
来
場
者
が
集
中
す
る
た
め
、

慎
重
を
期
し
て
企
画
立
案
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
や
身
体
に

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
配

慮
、
緊
急
車
両
の
円
滑
な
通
行

も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
し
、
博
覧
会
開
催
に
ご

協
力
い
た
だ
く
会
場
周
辺
の

方
々
の
日
常
交
通
へ
の
配
慮
も

重
要
な
課
題
で
す
。

私
た
ち
は
、
観
客
輸
送
に
か

か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

し
て
、
今
後
と
も
関
係
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
い
、
で
き
る

だ
け
来
場
者
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
観
客
輸
送
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

環環
境境
影影
響響
評評
価価
準準
備備
書書
のの
縦縦
覧覧
始始
まま
るる

国際シンポジウムを名古屋で開催国際シンポジウムを名古屋で開催
SYMPOSIUM  OF   THE   2005   WORLD  EXPOSIT ION,   JAPAN 

タ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
氏
か
ら
、

行
政
や
市
民
生
活
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
画
像
を
使
っ
た
わ

か
り
や
す
い
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。最

後
に
、
現
在
、
環
境
と
開

報
告
を
も
と
に
し
て
、
国
や
地

方
自
治
体
の
行
政
、
市
民
、
産

業
界
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

ま
す
。

準
備
書
の
縦
覧
会
場
は
、
博

覧
会
協
会
名
古
屋
・
東
京
両
事

務
所
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

三
十
分
）
の
ほ
か
、
瀬
戸
、
豊

田
の
両
市
役
所
（
午
前
八
時
三

十
分
〜
午
後
五
時
十
五
分
）
で

す
（
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、

休
日
を
除
く
）。
希
望
者
に
は

準
備
書
を
貸
し
出
し
し
ま
す
の

で
、
縦
覧
会
場
で
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
準
備

書
に
つ
い
て
の
意
見
書
は
、
四

月
六
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。博

覧
会
協
会
で
は
、
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
適

切
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

役
割
と
し
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
量
が
少
な
い
シ
ス
テ
ム

構
築
の
た
め
の
人
材
育
成
を
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
デ
ラ
セ
ン
タ
氏
も
、

循
環
型
社
会
に
変
え
て
い
く
た

め
に
は
、
先
進
国
の
地
域
ば
か

り
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
考

え
方
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

2
0
0
5
年
国
際
博
覧
会
は

循
環
型
社
会
の
実
験
場

武
内
氏
は
、
江
戸
時
代
に
は

循
環
思
想
が
あ
っ
た
日
本
で
現

在
必
要
な
こ
と
は
、
環
境
教
育

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
主
体

的
参
加
を
促
し
、
新
た
な
発
想

の
転
換
を
し
て
い
く
こ
と
だ
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇

〇
五
年
に
、
愛
知
で
開
催
さ
れ

る
国
際
博
覧
会
の
会
場
も
そ
の

実
験
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

意
見
を
求
め
ま
し
た
。

藤
江
氏
は
「
循
環
型
社
会
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
社
会
の
さ

ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

シ
ス
テ
ム
の
シ
ナ
リ
オ
を
博
覧

会
で
提
示
す
る
こ
と
が
課
題
」

と
発
言
し
、
幸
田
氏
か
ら
は

「
博
覧
会
は
、
地
球
に
お
け
る

新
し
い
ク
リ
ー
ン
な
環
境
づ
く

り
の
提
案
、
そ
し
て
二
十
一
世

紀
を
生
き
て
い
く
人
類
共
通
の

課
題
に
本
気
で
取
り
組
む
機
会

で
あ
り
、
や
り
が
い
の
あ
る
目

標
が
見
え
て
き
て
う
れ
し
い
」

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
模
様
は
、
五
月
十
四
日
の
N

H
K
教
育
テ
レ
ビ
「
金
曜
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
で
放
送
さ
れ
る
予
定

で
す
。

そ
し
て
、
日
本
で
は
社
会
的
な

シ
ス
テ
ム
や
教
育
を
含
め
、
市

民
の
意
識
を
ど
う
変
え
て
い
く

か
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ど
う

変
え
て
い
く
か
と
い
っ
た
具
体

的
な
提
案
の
中
で
、
N
G
O
が

果
た
す
役
割
や
子
ど
も
だ
け
で

は
な
く
大
人
の
環
境
教
育
な
ど

の
必
要
性
を
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。グ

ロ
ー
バ
ル
な
観
点
で

環
境
を
と
ら
え
る

藤
江
氏
は
、
国
際
比
較
の
観

点
か
ら
G
D
P
に
対
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
が
、
世
界
で
最

も
低
い
日
本
で
も
国
土
面
積
と

の
対
比
で
比
較
し
た
場
合
、
た

ち
ま
ち
欧
米
の
５
倍
以
上
に
な

っ
て
し
ま
う
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
後
は
定
量
的
数

字
を
踏
ま
え
た
情
報
発
信
を
し

て
い
く
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
、

ま
た
発
展
途
上
国
へ
の
日
本
の

か
ら
の
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。国

内
か
ら
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

提
唱
し
た
国
連
大
学
か
ら
、
同

大
学
高
等
研
究
所
所
長
の
タ
ル

シ
シ
オ
・
デ
ラ
セ
ン
タ
氏
、
中

央
環
境
審
議
会
委
員
で
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
幸
田
シ
ャ
ー
ミ
ン

氏
、
そ
し
て
博
覧
会
協
会
の
企

画
運
営
委
員
で
豊
橋
技
術
科
学

大
学
教
授
の
藤
江
幸
一
氏
が
加

わ
り
、
各
国
の
ビ
デ
オ
映
像
の

上
映
や
、
前
半
の
事
例
報
告
者

へ
の
質
問
を
挟
み
な
が
ら
、
議

論
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
の
循
環
型
社
会

そ
の
中
で
、
日
本
国
内
に
お

け
る
循
環
型
社
会
の
事
例
と
し

て
は
、
通
産
省
が
進
め
る
エ
コ

タ
ウ
ン
事
業
の
第
一
号
に
指
定

さ
れ
た
北
九
州
市
の
取
り
組
み

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
格
的
な

循
環
型
都
市
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
様
子
が
ビ
デ
オ
で
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
シ
ス
テ
ム
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
く

デ
ラ
セ
ン
タ
氏
に
よ
る
、

「
国
連
大
学
が
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
目
指
す
も
の
、
そ
れ
は

自
然
と
人
間
と
産
業
に
良
い
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
か
ら
、

議
論
は
社
会
シ
ス
テ
ム
、
市
民

発
の
は
ざ
ま
で
葛
藤

か
っ
と
う

し
て
い
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
環
境
庁
大

臣
補
佐
官
の
ハ
デ
ィ
・
ア
リ
コ

ド
ラ
氏
か
ら
、
森
林
資
源
の
保

護
と
再
生
の
政
策
や
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

（
社
会
林
業
）」
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
熱
帯
雨
林

の
伐
採
や
森
林
火
災
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
が
、
現
在
奮
闘
し
て
い
る
姿

に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
博
覧
会
協
会

の
企
画
運
営
委
員
で
あ
り
、
東

京
大
学
大
学
院
教
授
で
あ
る
武

内
和
彦
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
む
か
え
、
第
一
部
の
事
例

海
外
事
例
報
告

第
一
部
で
は
、
は
じ
め
に
複

数
の
企
業
が
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
廃
棄
物
を
交
換
し
な
が
ら

有
効
利
用
す
る
「
産
業
共
生
」

を
実
践
し
て
い
る
、
デ
ン
マ
ー

ク
・
カ
ロ
ン
ボ
ア
工
業
団
地
の

具
体
的
な
産
業
連
携
の
仕
組
み

に
つ
い
て
の
説
明
が
、
同
工
業

団
地
開
発
委
員
会
理
事
の
エ
ル



一
月
十
九
日
、
愛
知
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
で
「
人
と
技
術
と

地
球
の
明
日
〜
あ
し
た
の
た
め

に
、
い
ま
考
え
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
野
中
と
も
よ

さ
ん
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
取
締
役
で
元
プ
リ
ウ

ス
チ
ー
フ
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
内
山

田
竹
志
さ
ん
、
博
覧
会
協
会
企

画
運
営
委
員
で
名
古
屋
工
業
大
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ＥＸＰＯ２００５
市民シンポジウム
を開催

氷上綱引で
ＥＸＰＯチーム
の結束固まる!!

「ふるさとフェア」
で20万人に
博覧会をPR

'99年カレンダー
が栄えある
「総理大臣賞」に

学
教
授
の
若
山
滋
さ
ん
、
同
委

員
で
中
部
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
市

民
の
会
代
表
の
萩
原
喜
之
さ
ん

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
産
業
界
の
立
場
で

内
山
田
さ
ん
か
ら
、
低
公
害
車

「
プ
リ
ウ
ス
」
開
発
の
目
的
や

苦
労
話
な
ど
、
大
学
の
立
場
で

若
山
さ
ん
か
ら
、
都
市
計
画
や

交
通
の
問
題
な
ど
、
市
民
の
立

場
で
萩
原
さ
ん
か
ら
、
責
任
あ

る
市
民
活
動
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
環
境
や

技
術
の
問
題
を
自
分
自
身
の
こ

と
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
こ
れ
か
ら
の
地
球
環

境
と
科
学
技
術
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
、
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

隣
接
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
会
場
構
想
模
型
の
展
示
を

は
じ
め
、
中
部
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
「
テ
ク
ノ
・
ノ
バ
」

構
想
を
紹
介
。
ま
た
博
覧
会
に

対
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

数
多
く
の
提
案
を
パ
ネ
ル
展
示

し
ま
し
た
。
中
で
も
日
本
Ｅ
Ｖ

ク
ラ
ブ
会
員
が
製
作
し
た
子
ど

も
用
電
動
カ
ー
ト
は
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

そ
の
他
、
全
国
の
小
中
学
生

の
皆
さ
ん
が
博
覧
会
に
対
す
る

夢
を
描
い
た
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
年
賀

状
」
の
展
示
も
、
来
場
者
の
関

心
を
集
め
ま
し
た
。

（
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧

会
協
会
、
中
部
産
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
主
催
）

「
冬
の
風
物
詩
」
と
し
て
お

な
じ
み
の
東
京
・
日
比
谷
シ
テ

ィ
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で
、「
第
12

回
氷
上
綱
引
大
会
」
が
一
月
十

八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
近
隣
オ
フ
ィ
ス
に
勤
務

す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
た

ち
の
親
睦
を
深
め
る
目
的
で
始

ま
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
大
会

は
毎
年
、
い
ろ
い
ろ
な
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
博
覧
会
P
R
の
た
め
三
回

目
の
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
た
、
我

ら
が「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
５
」チ

ー
ム
も
新
職
員
の
登
竜
門
と
し

て
六
人
が
出
場
。
大
い
に
健
闘

し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
準
々

決
勝
で
敗
退
し
ま
し
た
。

職
員
総
出
の
応
援
を
背
に

受
け
て
、
グ
リ
ー
ン
の
ユ
ニ
ホ
ー

ム
に
身
を
包
ん
だ
選
手
の
額
に

は
、
大
粒
の
汗
が
光
っ
て
い
ま

し
た
。（

日
比
谷
シ
テ
ィ
主
催
）

博
覧
会
協
会
制
作
の
'99
年
カ

レ
ン
ダ
ー
が
、「
第
50
回
全
国

カ
レ
ン
ダ
ー
展
」
で
最
高
栄
誉

で
あ
る
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
、
一
月
十
一
日
、
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
そ
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
は

「
自
然
の
叡
智
」
と
い
う
博
覧

会
の
テ
ー
マ
に
即
し
、
日
本
人

の
自
然
観
を
博
物
図
絵
に
凝
縮

し
た
江
戸
の
本
草
書
「
高
木
春

山
／
本
草
図
説
」（
愛
知
県
西

尾
市
・
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）
を
と

り
あ
げ
ま
し
た
。
審
査
で
は
そ

の
コ
ン
セ
プ
ト
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
、
写
真
の
美
し
さ
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
、
八
百
八
十
六

点
の
応
募
作
の
中
か
ら
五
年
に

一
度
の
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
、
日

本
印
刷
新
聞
社
主
催
）

「
故
郷
の
味
」
を
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

毎
年
多
く
の
来
場
者

を
誇
る
「
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
'99
〜
全
国
観

光
と
物
産
展
」
が
、

今
年
も
一
月
二
十
二

日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
、
東
京
ド
ー
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

博
覧
会
協
会
で

は
、
愛
知
県
の
ブ
ー

ス
内
に
て
'99
年
カ
レ

ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
な
ど
、
六
年

後
に
迫
っ
た
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し

博覧会協会名古屋事務所が、次のとおり移転します。
新事務所の開設日は４月１２日です。
移転先

〒４５０－０００２ 名古屋市中村区名駅三丁目１５－１
名古屋ダイヤビルディング２号館
TEL０５２－569－２００５
FAX０５２－569－２１００
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ビ
ル�

新
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J
R
名
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駅
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郵
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ビ
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松
坂
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名
古
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興
證
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ビ
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ＥＸＰＯ２００５クイズ
博覧会協会では、２００５年日本国際博覧
会のテーマである「自然の叡智」をわかり
やすく、楽しく、また深く理解してもらうた
め、昨年１２月にソフトプログラムの検討
状況として「○の森」構想を発表しました。
○に入る数字は何でしょう。
◆答えのわかった方は、はがきに、①クイズの
答え②住所③氏名④年齢⑤電話番号⑥アンケー
トの回答――を記入し、次のあて先までお送り
ください。

［アンケート］
Ｑ１「ＥＸＰＯ２００５だより」の入手先
Ｑ２「ＥＸＰＯ２００５だより」についての
感想、要望

●あて先／〒４６０-０００１名古屋市中区三の丸二丁目
６-１（４月１２日以降は、〒４５０-０００２名古屋市中
村区名駅三丁目１５-１名古屋ダイヤビルディング
２号館）（財）２００５年日本国際博覧会協会「ＥＸＰＯ
２００５クイズ」係

●締め切り／平成１１年４月３０日（必着）
抽選で１０人の方に記念品を贈呈します（発表は、
記念品の発送をもってかえさせていただきます）。

ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
は
「
国
際
博
覧
会
の
会
場
候

補
地
は
？
」、「
開
催
さ
れ
る
の

は
西
暦
何
年
？
」
な
ど
「
博
覧

会
ク
イ
ズ
」
を
実
施
し
、
来
場

者
の
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。

（
読
売
新
聞
社
・
日
本
テ
レ
ビ

主
催
）

博覧会協会が現在使用して
いるこのマークは、誘致の
際に制作されたものです。
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夢
の
あ
る
博
覧
会
実
現
に
む
け
て
の
会
場
基
本
計
画
案

博
覧
会
会
場
の
森
は
、
人
の

関
与
の
も
と
で
維
持
さ
れ
て
き

た
、
い
わ
ば
人
と
自
然
の
接
点

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
遷
を

経
て
成
立
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
特
徴
を
踏
ま
え
、
循
環
型
社

会
の
実
現
に
よ
る
持
続
発
展
型

の
社
会
へ
の
展
望
を
示
す
と
と

も
に
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
を

踏
ま
え
た
す
べ
て
の
人
に
優
し

い
会
場
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

そ
の
考
え
方
と
し
て
、

①
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
予
定

地
で
あ
る
主
要
施
設
地
区
に

は
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で

人
々
が
活
動
す
る
こ
と
の
で
き

る
、
博
覧
会
の
施
設
を
配
置
し

ま
す
。

②
主
要
施
設
地
区
を
つ
つ
み
込

む
森
に
は
、
人
と
自
然
が
相
互

に
交
流
で
き
る
施
設
を
配
置
し

ま
す
。

③
森
の
さ
ら
に
奥
は
、
自
然
の

変
遷
を
人
が
静
か
に
見
守
る
こ

と
の
で
き
る
区
域
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
配
置
に
よ
り
、
主

要
施
設
地
区
の
中
心
部
か
ら
森

の
奥
に
向
け
、
人
と
自
然
の
関

係
が
連
続
的
に
変
化
し
て
い
く

会
場
を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

主
要
施
設
地
区
に
配
置
す
る

建
築
物
の
検
討
で
は
、
人
と
自

然
と
を
優
し
く
つ
な
ぐ
、
や
わ

ら
か
な
界
面
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
）
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

を
考
え
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
地
形
を
い
か
し

て
建
築
物
を
造
る
と
い
う
考
え

方
に
よ
り
、
既
存
の
地
形
と
建

築
に
よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
る
地

形
が
ひ
と
つ
に
融
合
し
、
よ
り

豊
か
な
空
間
を
創
造
し
ま
す
。

ま
た
現
在
あ
る
自
然
を
で
き

る
だ
け
活
用
し
、
展
示
や
体
験

の
空
間
と
す
る
屋
外
型
展
示
空

間
で
は
、
切
り
離
さ
れ
て
い
た

人
と
自
然
と
の
密
接
な
関
係
が

保
た
れ
た
場
を
創
出
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

森
林
体
感
地
区
は
、
森
を
体

感
し
、
楽
し
み
、
学
び
、
考
え

て
も
ら
う
空
間
で
す
。
森
に

は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
人

類
共
通
の
課
題
に
取
り
組
む
た

め
の
手
が
か
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
森
に
は
☆
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
☆
生
物
多
様
性
の
維

持
☆
洪
水
や
土
砂
流
出
の
防
止

☆
再
生
可
能
な
資
源
の
生
産
―

―
な
ど
、
地
球
規
模
か
ら
身
近

な
生
活
に
関
す
る
も
の
ま
で
、

多
様
な
は
た
ら
き
が
あ
る
か
ら

で
す
。

今
回
の
博
覧
会
は
、「
問
題

提
起
型
の
知
の
博
覧
会
」
と
い

う
考
え
方
の
も
と
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う

な
森
の
は
た
ら
き
を
最
大
限
に

引
き
出
す
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
考
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
環
境
体

感
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
水
平
回
廊
網

な
ど
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
両
面

に
わ
た
り
具
体
的
な
方
策
を
提

案
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
提
案
を

契
機
と
し
て
、
森
に
対
す
る
新

た
な
は
た
ら
き
か
け
が
生
ま

れ
、
人
と
森
と
の
理
想
的
な
関

係
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
自
然
の
恵
み
が
一
層
豊

か
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
す
。

博
覧
会
開
催
時
に
は
会
場

会
場
基
本
計
画
の

考
え
方

主
要
施
設
地
区

の
考
え
方

森
林
体
感
地
区

の
考
え
方

観
客
輸
送
計
画

の
考
え
方

供
給
処
理
施
設

の
考
え
方

に
お
け
る
必
要
量
を
勘
案
し
、

で
き
る
限
り
ム
ダ
の
少
な
い
供

給
処
理
計
画
。

＊
二
十
一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
提
案
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
を
積
極
的
に
導
入
す
る
と
と

も
に
、
効
率
的
な
運
用
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。
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の
略
。

最
先
端
の
通
信
情
報
技
術
に

よ
り
、
道
路
交
通
情
報
の
提

供
、自
動
運
転
、料
金
の
自
動

収
受
な
ど
を
実
現
す
る
高
度

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。

を
、
エ
コ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
体
現
す
る
最
適
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ま

す
。
そ
し
て
、
来
る
べ
き
循
環

型
社
会
に
向
け
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
感
で
き
る
博
覧
会

を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
考
え
方
を
基
本
に
次
の

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

＊
博
覧
会
開
催
時
で
の
必
要
量

と
、
博
覧
会
後
の
新
し
い
ま
ち

▲水平回廊イメージ模型写真：水平回廊網は、森の中に同一の標高で水平に張り
巡らされた通路で、来場者を森の中へ導きます。

デッキ（トポス広場）�

屋内展示空間（トポス型）�

屋外型展示空間（領域型）�

サービス施設�

吹き抜け�

水平回廊網�

供給処理施設等�

名古屋事務所移転のお知らせ

この印刷物は、再生紙（古紙含有率100％）を使用しています。

博
覧
会
協
会
で
は
、
今
ま
で
に
発
表
し
た
会
場
基
本
計
画
の
検
討
状
況
に
対
す
る
数
多
く

の
ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
月
二
十
二
日
に
新
し
い
切
り
口
の
検
討
状
況
を
公
表
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
森
林
体
感
地
区
や
供
給
処
理
の
流
れ
の
ほ
か
、
会
場
内
に
お
け
る
来
場
者
の
移

動
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
各
方
面
の
皆
さ
ま
よ
り
広
く
ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会場計画検討案

2005年日本国際博覧会
●会場●

愛知県瀬戸市南東部
●開催期間●

2005年3月25日～9月25日

観
客
輸
送
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
も
配

慮
し
、
入
場
の
際
や
場
内
の
移

動
が
円
滑
に
行
え
る
計
画
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
☆
長
距
離
の

移
動
に
は
低
公
害
の
循
環
バ
ス

☆
中
距
離
の
人
数
の
多
い
区
間

で
は
動
く
歩
道
☆
歩
行
者
空
間

で
は
、
電
動
カ
ー
ト
な
ど
の
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
用
の

空
間
の
確
保
―
―
な
ど
で
す
。

ま
た
来
場
手
段
は
、
電
車
な

ど
の
鉄
道
系
と
乗
用
車
・
タ
ク

シ
ー
・
バ
ス
な
ど
の
道
路
系
の

大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
☆
愛
知
環
状

鉄
道
に
は
会
場
付
近
に
新
た
な

駅
を
設
置
☆
周
辺
の
主
要
駅
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
☆
一

般
車
両
・
団
体
バ
ス
な
ど
の
駐

車
場
を
会
場
か
ら
二
〇
分
圏
内

に
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
会
場
ま

で
は
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

―
―
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
３
面
）

今
後
は
、
公
共
交
通
機
関
や

道
路
整
備
計
画
と
の
連
携
を
図

り
、
適
切
な
輸
送
計
画
、
駐
車

場
配
置
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
総
合
的
な
検

討
を
進
め
ま
す
。


